
40

【実践の内容】

現在のほとんどの教科書は，任意の数量を

基にする分割分数と普遍単位を基にする量分

数の意味の違いを明確にしないまま学習が展

開される内容構成になっている。そこで，分

数の導入段階である第４学年「分数」におい

て，テープやパターンブロックを使った算数

的活動を通して，分割分数の意味を理解する

授業を単元の中に位置付けた。その結果，分

割分数と量分数の意味の違いについての理解

だけでなく，普遍単位を基にする量分数の意

味理解についてもより確実な定着が図られる

ことが明らかになった。

【論文内容の紹介】

1 主題設定の理由

第４学年における現在のほとんどの教科書

は，日常経験にある分割分数を基に，テープ

の長さや液量などの具体的な量分数から導入

している。そこで，問題となるのが，任意の

数量を基にする分割分数と普遍単位を基にす

る量分数の意味の違いを，児童がきちんと理

解しにくい点である。その後も，両者の意味

の違いを明確にしないまま学習が展開される

内容構成になっている。そのため，第５学年

で商分数を学習する際，「水２褄を３等分し

た１つ分は何褄か？」といった問題に対して，

答えが2/3褄か1/3褄かで児童が混乱するとい

う事態を招くと考える。

2 研究仮説

分数の導入段階である第４学年「分数」に

おいて，テープやパターンブロックを使った

算数的活動を通して，分割分数の意味を理解

する授業を単元の中に位置付ければ，児童は

分割分数と量分数の意味の違いを理解するこ

とができるであろう。

3 仮説検証授業の実際

（1）事例Ⅰ（テープを使った活動）

まず，「２mの1/3は何mか？」という問題

を解決するために，児童は，教師の用意した

２mを３等分した赤テープに，前に作った

1/2m，1/3m，1/4m，1/5mのテープを重ね

て，印をつけたり折ったりする活動を行った。

赤テープは1/3mの２つ分でぴったり長さが

合うことから，２mの1/3は2/3mであること

を見付けた。そして，分割分数の1/3と量分

数の1/3mの意味の違いを話し合った。児童

は，その中で，1/3はどんな長さでも３等分

した１つ分を表すが，1/3mは１mだけを３

等分した１つ分を表すことに気付いた。

（2）事例Ⅱ（パターンブロックを使った活動）

まず，様々な色のパターンブロックを正六

角形に同色で敷き詰め，それぞれのブロック

における大きさの関係を分数で表す活動を行

った。次に，他にも分数で表すことのできる

ブロックを見付ける活動を行った。そして，

同じ割合（1/2，1/3）なのに大きさが違う理

由を話し合った。児童は，その中で，もとの

大きさが違えば，1/2，1/3…にあたる大きさ

も違うことを見付けた。

4 研究の成果と課題

単元終了後のテストから，ほとんどの児童

が，分割分数と量分数の意味の違いや，基準

量が異なれば分数で表された割合にあたる量

も異なることを理解できた。また，普遍単位

を基にする量分数の意味についてもより確実

な理解が図られることが明らかになった。

今後の課題として，追跡調査，評価方法や

カリキュラム編成の工夫があげられる。

分割分数の意味理解を図
る算数的活動
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